
２０２６年体操女子強化選手の選考方法 
2026年 2月 16日 女子体操強化本部 

   

 

【育成選手】  

下記G～Kの順に、上記強化選手（A,B,C,D,E,F）を除いた上位者を選考する 

 

シニア 

育成選手 

【１３名程度】 

G NHK杯出場 【５〜７名】 

H 全日本ジュニア１部上位 【２名】  

I 全日本インカレ上位 【２名】 ※１部・2部を並べた個人総合ランキング 

J 全日本シニア上位 【２名】 

K 強化本部による推薦 【若干名】 ※G～Jと同等以上の競技力を有する選手 

 

２０２６年の女子体操強化方針に基づき、各カテゴリーのナショナル強化指定選手・シニア強化選手を以下のとお

り選考する。また、女子選手層の拡充を目的として、シニア育成選手の選考を新たに実施する。 

 

【強化選手】  

下記Ａ～Fの順に選考する 

ナショナル強化 

指定選手 

【１２名】 

Ａ 2026世界選手権代表 

Ｂ NHK杯上位 

【５名】 

【７名】 ※Aを除く 

 

 

シニア強化選手 

【１１名程度】 

C 2026アジア競技大会代表 

D ＮＨＫ杯上位 

E 全日本種目別選手権優勝 

F 強化本部による推薦 

【０〜２名】 ※A,Bを除く 

【５名】    ※A,B,Cを除く 

【０〜４名】 ※各種目 

【若干名】  ※A～Eと同等以上の競技力を有する選手 

 

＜補足＞ 

・シニア強化選手は、FIGシニア年齢者を対象とする。 

・2027年1月にシニア年齢に達する選手が上記シニア強化選出条件に該当した場合、2026年12月までは 

ジュニアナショナル強化選手として活動し、2027年1月以降はシニア強化選手として活動する。 

・各選考において、同点者が出た場合は、FIGタイブレークを適用する。 

・代表選手選考方法に記載されていない国際大会の派遣は、強化選手及びそれに準ずる選手より派遣する。 

・2026年度のJGAの財政状況により、強化活動費用の所属負担をお願いする場合がある。 

 

＜補足＞ 

・シニア育成選手は、FIGシニア年齢者を対象とする。 

・シニア育成選手は、国内合宿への参加を可能とする。 

※強化選手の参加状況により招聘人数を合宿ごとに設定し、選出順位の上位者から参加伺いを行う。 

※選手および指導者の費用（交通費・宿泊費等）は全額所属負担とする。 

 


